





建当初は平屋で，それから 10 年後の昭和 39（1964）年に
増築して 2 階建てとなった。




世田谷区若林の S 邸（昭和 29 年築）について
―昭和戦後の住宅に関する研究―
堀内　正昭
The S Residence （Built in 1954） in Wakabayashi, Setagaya Ward, Tokyo 
―Research into Residences Built in the Post-war Showa Period―
Masaaki HORIUCHI
The S residence was built in 1954. The one-storied house with a gable roof was enlarged in 1964 into a 
two-storied house though a part of the house retained its original one-storied body. This paper 
investigates the architectural history of this house through interviews with the owner and research into 
the residence and attempts to restore its original style.
The characteristics of this house are as follows.
◦The S residence had a gable roof, and the floor space was 105.55 m2. The exterior was paneled 
vertically with clapboards made of Akita cedar （Cryptomeria japonica） painted dark brown. This boarding 
technique was also used in the interior.
◦The layout of rooms is “living room centered” in that living rooms are located on both sides of a 
drawing room. The restroom and bathroom are together on the north side of the main house and form an 
annex to the main house with a hallway connecting them. While a large pantile roof spans the main house, 
the roof that covers the attached part is a shed-roof of galvanized iron sheets, and in the annex a 
traditional method of water circulation is retained.
◦The step set up between the Japanese-style room and the western-style room employs the method in 
fashion during prewar Showa period.
◦The interior of the house features a ship bottom ceiling and an open layout. This ceiling spans two 
rooms, the drawing room and the kitchen, and the interior openness is emphasized by sliding doors with 
pockets, swing doors and transoms on the north side of the drawing room.
◦The open layout with sliding doors with pockets was also used on the 2nd floor when the house was 
enlarged.
◦This house was enlarged by building a steel frame outside the original house and inside the attic. 
Thus, the load of the 2nd floor was not supported by the 1st floor. In other words, the residence was 
enlarged without damaging the charm of the original one-storied house.
Key words:   Setagaya（世田谷）, post-war Showa Period（昭和戦後）, ship bottom ceiling（舟底天井）, 
clapboarding（羽目板張り）
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1．家屋概要
S 邸の敷地は南北方向にやや長い長方形で（面積 398.80 
m2），東ならびに北側が道路に接し，敷地の南半分を庭と







































調査日： 平成 30 年 7 月 15 日，16 日，22 日，29 日，8 月
5 日，6 日，9 月 22 日，23 日，25 日，平成 31 年 3 月 23 日
（追加調査）


































置く。なお，現状の断面図を図 11 と図 12 に示す。
─ 13 ─
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同専門学校卒業後しばらくして，同区太子堂 2 丁目に，
空調を扱う S 工業有限会社を設立するとともに自宅を建
てた。昭和 9（1934）年，東京市出身の F と結婚。社員は





するとともに，現在の S 家の敷地の西側に，2 階建ての会
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土間の増築面積は不明）。
◦ 当初の門扉は敷地の東側にあったが，昭和 39 年頃に東
を閉じ，現在の北側に移す。
◦ 当初，1 階の居間と客間それぞれの南側に部屋はなく，









◦ 浴槽はもと檜製で 3 回更新した後，平成 28 年に FRP
浴槽（ポリ浴槽）に替えた。
◦ 庭南側の塀は昭和 39 年頃，風通しを考えてコンクリー
ト製の板格子状のものにした。
◦ 外部の鉄骨柱ならびに鉄筋ブレースは昭和 39 年の増築
時のものであり，鉄骨柱は 2 本一組とした。ただし，玄
関脇にある独立した鉄骨柱は増築当初は 1 本で，その
12，13 年後にもう 1 本加える補強を行った。
◦ 南側の大戸（雨戸）は今から 12，3 年ほど前にがらり戸
から入れ替えたもので，現在は黒色だが，もとは焦げ茶
色，竪羽目板も同色であった。
◦ 2 階西側の物干し台は，昭和 39 年以後に設置した。
3．諸室について
1）玄関（図 13，14）
玄関は土間とホールを含めて 13.50 m2（4.08 坪）と広く，
土間は 303 mm 角の石敷きとし，吹抜けの階段室の上を




女中は 2 人，多い時で 3 人居た。父の郷里である秋田か
らで，今から 20 年ほど前まで雇っていた。女中は母の勧





に結婚し，2 女を儲けたので，家族は多い時で 6 人となり，
MS 氏夫妻は居間を使用した。
2 階建てへの増築後については，昭和 61（1986）年，
MS 氏の長女の結婚後は，長女夫妻が同居し，彼らは 1 階









昭和 29 年 10 月 26 日新築
昭和 39 年 6 月 25 日増築
同記載における 1 階 127.06 m2（38.44 坪），2 階 95.90 m2
（29.01 坪）が現在の床面積である。
さらに，登記申請書（建物滅失登記）（申請： 平成 16 年 6 月
21 日）に次の記載がある。
「事務所，車庫，居宅」
「木造亜鉛メッキ鋼板，瓦葺 2 階建　1 階 68.58 m2，2 階　
75.19 m2」
「若林 2-516，平成 16 年 4 月 30 日取毀」















ールの段差は 158 mm である。ホールに続く短い廊下の
床は板張り，その上の天井は漆喰仕上げで 15 度傾斜する。
ホールの天井高は低いところで 2670 mm である。
2）1 階・応接間（図 15～18）
応接間へは自在戸で出入りする。この板戸は，幅 1033 
mm，高さ 2047 mm，厚さ 40 mm の大きさがあり，蝶番
ではなく，軸吊り金物を用いて取り付けている（図 17）。
応接間の床面積は 27.89 m2（8.44 坪）である。床は市松










り 梁 の 幅 は 198 mm，成 は 178 mm，凹 面 の 窪 み は 123 
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4）1 階・客間（図 22～24）







これら 6 畳間と 4 畳間の境にある間仕切りには，現在 2
枚の障子を引込む。ただし，障子を立てる敷居は 2 本溝で
あるのに対してその上の鴨居は 4 本溝であり，溝の数が一




同室の床面積は 18.25 m2（5.52 坪），天井高は 2425 mm
で，床，壁，天井とも板張りである。部屋の中央南寄りに
丸柱を付けた間仕切りがあり，東側の壁から 1107 mm 張








図 23　1 階客間の ４畳間（西側）
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7）1 階・納戸（もと女中部屋： 図 30）
3 畳間で，東側に天袋付きの押入れが付く。竿縁天井で，
天井高は 2268 mm，壁は漆喰仕上げで，北側に片引きの
窓を開ける（幅 780 mm，高さ 885 mm）。
6）1 階・台所（図 28，29）
床面積は 12.40 m2（3.75 坪）で，舟底天井の傾斜は 15 度
である。北側に流し等を設置して，勝手口，玄関，応接間
そして茶の間から出入りができる。また，台所の南側の応






間と同じであるが，天井北側の 3 分の 1 が傾斜して北側に






図 28　1 階台所の東側を見る。 図 29　1 階台所の南側を見る
（中央の襖の引戸は配膳用）。
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「浴室」（図 34）
浴室の床は脱衣室からさらに下がり（段差 110 mm），床
ならびに壁の一部を 95 mm 角のタイル張りとし，壁，天
井とも板張りの上にペンキ塗りとする。東側に小さな戸口



















図 30　1 階の納戸（元女中部屋） 図 31　1 階北側のトイレ前の
廊下（右手に洗面器）
図 32　1 階のトイレ（小便器） 図 33　1 階の脱衣室
図 3４　1 階の浴室
図 35　汽車式トイレ（外便所）
図 36　階段室 図 37　2 階ホール付近の納戸




側に床から内法高 735 mm の窓が付く。南側には計 9 枚
の建具が重なり，室内側から 3 枚の障子戸（雪見障子），そ
の外側に 3 枚の襖，さらに 3 枚の網戸の建具はすべて片側
（西）に引込むことができ，そのため敷鴨居の幅は 362 mm
ある。天井高は 2270 mm である。
階段室の天井はクロス張りである（図 36）。2 階ホール




2 階ホールから続く短い廊下の先に自在戸（幅 1075 mm，
高さ 1758 mm，厚さ 40 mm）があり，応接間に至る。応接
間の天井はクロス張り，床は市松模様の寄木張り（1 枚 229 
mm 角），北側に棚が造り付けとなる。応接間の床はその
東西にある居室より低く，東側で 242 mm，西側で 240 








図 ４3　2 階客間：南側の建具 図 ４４　2 階客間の引込み戸










南側の 6 畳間（天井高 2274 mm）と北側の 4 畳半（天井高












図 ４8　2 階の洗面所 図 ４9　2 階の納戸
図 50　1 階台所の北側に残る壁体（円形は元竈があった場所）
図 51　1 階浴室の東側に張り出した板囲い
























階に 5 箇所，2 階に 3 箇所存在する。以下，引込み戸の建具
の種別ならびに開口部の大きさ等を表 1 にまとめてみる。
このように，計 8 箇所の引込み戸のある開口部の内法幅
は，2501 mm から 3507 mm まである。例えば，1 階茶の
間の引違い戸の内法幅は 1620 mm と 1691 mm である。
両者を比較すると，横幅の大きな引込み戸により，室内，
とくに応接間，居間，客間それぞれの開放性ならびにこれ
ら 2 室（あるいは 3 室）の連続性の確保を重要視していた
ことがわかる。
４．鉄骨による増築と当初の小屋組について
昭和 39（1964）年に，鉄骨による構造体を組んで 2 階へ
の増築がなされた。外観上で視認できる鉄骨の枠組みを示









台所の外側に，幅 1570 mm，高さ 1050 mm，厚さ 140 
mm の壁体が残存する。壁面（東側のみ）は 110 mm 角の
白タイル張りで，壁の上に 85 mm 角の土台があり，土台
に柱を立てた枘穴が残る。かつて同所には竃（1 穴）が設
けられていたとのこと。
また，浴室の外側（東）に，縦 1495 mm，幅 720 mm，







枚の大きさは，幅 215～220 mm，高さ 1880 mm，厚さは
30 mm で，その上の笠石は成 70 mm，幅 140 mm である。
また，台所の外側は地面から 240 mm 高くしたコンクリ
ート製のテラスとなり，その地下は貯水槽（井戸）で，地



















法（mm）は，H＝201，A＝75，c＝20，t＝3 で あ る（図 56）。
梁間方向に入る計 8 本の鉄骨梁の配列は図 57 の通りで，
それらの設置間隔は，東（図の右）から 1960，1809，1357，





場　　　所 建具の種別 備　　　考（数字は mm 単位）
1 階・居間　2 室の境 ガラス戸 2 枚
敷鴨居幅： 207
開口部（内法）2056（高さ）×2224（幅）
1 階・居間と応接間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 340
開口部（内法）2055×2527
1 階・応接間と客間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 314
開口部（内法）1822×2501
1 階・客間 6 畳間と 4 畳間との境 障子戸 2 枚
敷鴨居幅： 228
開口部（内法）1820×2907












2 階・応接間と客間との境 襖 2 枚
敷鴨居幅： 243
開口部（内法）1742×2535
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所が選ばれているのである。例外的に柱 a の位置が台所



















向）を 6 尺，7 尺，そして 8 尺にすると，玄関北側の壁の
土間からの軒高は次のようになる。
奥行 6 尺のとき： 軒高 2050 mm
同，7 尺のとき： 軒高 1920 mm
同，8 尺のとき： 軒高 1790 mm
次に玄関の大きさについては，家族数，接客の応対の仕
方などで異なるので，一概に言えないが，参考までに，昭
和 20 年，30 年代に刊行された文献から例を拾ってみる。
「玄関土間の大きさは（中略）A は間口 210 cm 奥行 125 
cm の浅い土間，B は間口 145 cm 奥行 200 cm の深い土間，
C は和式として引違格子戸を用うる場合で間口 180 cm 奥
行 120 cm の土間で最小限の広さである。」4）（図 60）
（成）×90，垂木は 88（成）×35 である。垂木の勾配は 24 度
で，455 mm 間隔で配列される。




木の一部が残っている（図 59）。軒桁は 105 mm 角で，垂











図中の a と b の柱は南北方向に入る梁の接合点にはなく，
そこから外れている。その理由は，鉄骨柱の配置箇所から
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このように，基礎の継ぎ目で仕様が異なることから，同
箇所を増築時の痕跡だと仮定してみる。同継ぎ目は現在の
基礎の北端から 1960 mm のところにあり，尺寸で概算す
ると，玄関は増築時に 6.5 尺分拡張されたことになる。現
状の玄関の奥行は 14 尺なので，創建時の奥行は 7.5 尺と
なる。この奥行で土間からの軒高を算出してみると約









ところで，1 階の客間 4 畳と 6 畳の境にある間仕切りに






















S 邸の玄関の間口は 3182 mm（10.5 尺）であり，奥行を
6 尺とすると玄関の大きさは板敷のホールを含んで 1.75
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ら以下 2 枚の写真を入手した。
◦ 昭和 32（1957）年 10 月 10 日，地域： 東京西南部　撮影：
米軍（図 67）
◦ 昭和 38（1963）年 6 月 26 日，地域： 東京西南部　撮影：
国土地理院（図 68）
昭和 32 年の写真は S 邸竣工後 3 年経過した状態を，昭

















































図 68　空中写真（部分，撮影： 昭和 38 年 6 月 26 日）
図中の③がS工業の事務所




◦ 昭和 29（1954）年に建てられた当時の S 邸は切妻造りの

























図 69　創建時の断面図（断面箇所は図 12 と同一）
図 70　創建時の平面図
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部 広報 IR グループにヒアリングを行うとともに（平成 30 年





昭和 24 年），p. 28
05）　早川文夫：『新住宅讀本』（相模書房，昭和 25 年），p. 77
06）　永井玉吉，深田秀一，平塚正：『家の建て方・間取の工夫』
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34 年第 6 版，初版昭和 31 年）




図 1, 9～12, 55, 57, 69, 70： 筆者作図
上記以外の図版は筆者撮影
 （ほりうち　まさあき　　環境デザイン学科）
◦ 昭和 39 年，屋根裏ならびに外部に鉄骨を組んで増築し
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